令和８年７月31日
農業関係機関・団体 御中
　富山県米作改良対策本部
高温登熟における水稲早生品種の適期刈取り等の徹底について
早生品種の｢てんたかく｣では、出穂期が７月９日と平年に比べ６日早く、出穂後が高温で経過していることから、平年に比べ刈取時期がかなり早くなると見込まれます。今後、胴割米の発生防止に向けた適期刈取り等が徹底されるように指導願います。
１　収穫までの適切な水管理
・収穫５～７日前まで間断かん水を徹底する。
・フェーンが予想される場合は入水する。ただし、収穫予定日頃であれば事前に刈り取る。
２　適期刈取り
・平年に比べ生育が早いことに加え、出穂後も高温で推移したことから、刈取始期は近年に比べ８日程度早いと見込まれるため、収穫及び乾燥調製施設等の準備を早急に行う。
・今後、高温が予報されており、胴割米の多発が懸念されるため、籾黄化率80％（平年：85％）、出穂後の積算気温900℃程度（平年：950℃程度）と早めに収穫を開始し、刈遅れを防止する。
・事前にほ場を巡回し、籾黄化率を確認のうえ、刈取適期を把握するとともに、刈取適期表示板や特報等により農業者へ的確に伝達する。
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暦日 出穂後日数 暦日 出穂後日数 の平均気温

（月/日） （日） （月/日） （日） （℃）

R８ 7/6 (8/7) 32 (8/9) 34 29.0

7/9 (8/10) 32 (8/12) 34 28.9

7/12 (8/13) 32 (8/15) 34 (29.1)

高温年

7/14 8/15 32 8/17 34 29.6

近年

7/15 8/17 33 8/19 35 28.4

成熟期

年次

出穂期

（月/日）

刈取始期



３　適切な乾燥・調製作業
①胴割米の発生防止に向けた乾燥作業
・本年度は、高温登熟により胴割れしやすい米質となっている。そのため、乾燥作業による胴割米の発生が懸念されることから、送風温度を通常より５℃程度低く設定して毎時乾減率0.6％/h（通常：0.8％/h）以下で乾燥を行い、玄米水分14.5～15.0％に仕上げる。
・特に、乾燥時が高温・低湿度の場合や、張込時の籾水分が低い、張込量が少ない場合等では急激に乾燥が進むため、こまめに籾水分を確認しながら、ゆっくりとした乾燥に努める。
・張込時の籾水分が25％以上と高い場合は、２～３時間の通風乾燥後、通常よりも５℃程度低い送風温度で乾燥し、籾水分17％を目安に二段乾燥を行い、水分むらを小さくする。
②着色米や未熟粒の混入防止に向けた選別・調製作業
・斑点米や着色粒等が多いほ場は別扱いとし、特に施設での荷受け時は事前検査を入念に行う。
・1.9mmの篩目で丁寧に選別し、色彩選別機を整備している地域では積極的に活用する。
（参考１）２週間気温予報（富山地方気象台、７月30日17時更新）

（参考２）北陸地方１か月予報（新潟地方気象台、７月30日時点）

表　「てんたかく」の刈取始期及び成熟期の目安（R８）





本年は高温年と同様の登熟日数になると見込まれる





注１）（）内の日付及び数値は推定値。


７月30日以降が平年の平均気温（富山地方気象台）+２℃で推移した場合を想定。


注２）刈取始期：籾黄化率80％（積算気温900～950℃）に達すると見込まれる日


成熟期　：籾黄化率85～90％（積算気温950～1,000℃）に達すると見込まれる日


注３）高温年：R５～７（出穂期～成熟期の平均気温が28℃以上）、近年：R２～７の平均値








